
公民 活動例Ｂ「租税の意義と役割」

（ １） 学 習 単 元と 具体 的 な 学習 内 容

学 習 単 元： 内容 （ ２ ） イ

○ 租 税の 意義 と 役 割

具 体 的 な学 習内 容

○ 国 や地 方公 共 団 体 の経 済 的 な 役 割 ○限 ら れ た 財源 の 配 分

○ 国 民生 活と 福 祉 の 向上 ○社 会 資 本 の整 備

○ 公 害の 防止 な ど 環 境の 保 全 ○社 会 保 障 の充 実

○ 消 費者 の保 護 ○租 税 の 意 義と 役 割

○ 国 民の 納税 の 義 務

（ ２） 目 標

① 社 会 科と し て の 目標

・ 限 ら れ た 財 源 の 配 分 と い う 観 点 か ら 財 政 に つ い て 考 え 、 国 民 生 活 と 福

祉 の 向 上 を 図 る た め に 、 国 や 地 方 公 共 団 体 が 果 た し て い る 経 済 的 な 役

割 を と ら えさ せる 。

・ 国 民 生 活 と 福 祉 の 向 上 を 図 る た め の 国 地 方 公 共 団 体 の 経 済 的 な 役 割

と そ の 限 ら れ た 財 源 の 配 分 に つ い て 社 会 資 本 の 整 備 、 社 会 保 障 の 充

実 、 租 税 の意 義と 役 割 など を 踏 ま え て とら え さ せ る 。

②身 に 付 け させ たい ス キ ル：

・「 発 信 す る」（ 他者 に 分 かり や す く 発 表す る ） ス キ ル

・ 財 政 に つい て多 面 的 ・多 角 的 に 考 察 する ス キ ル

③身 に 付 け させ たい 日 本 語の ス キ ル

・ 自 分 の 考 え た こ と を 他 者 に 分 か り や す く 表 現 す る （ 音 声 言 語 と 文 字

言 語 ） スキ ル

（ ３） 対 象 の 生徒 のイ メ ー ジ

経験 母 国 に お け る 生 活 経 験 な ど か ら 、 税 金 に つ い て 知 っ て

知 識 い る 。 ま た 、 日 本 で の 消 費 生 活 を 通 し て 消 費 税 が あ る こ

と につ い て は 知っ てい る 。

日 本 語 の 力 社 会 的 な 事 象 に 対 す る 関 心 や 考 え を 、 簡 単 な 言 葉 で 話

す こ と が あ る 。 文 法 や 語 彙 の 使 い 方 に 誤 り が 多 い が 、 自

分 の考 え や 意 見を 大ま か に 表現 す る こ と が でき る 。
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（ ４） 学 習 の 流れ と参 加 支 援の 例 （全 体 の 時 間 数 ５時 間 程 度）

時 在 籍 学 級に お け る 学習 活動 例 学 習 へ の参 加 を 促 す た めの 支 援 の 例

つ ① 少 子 高 齢 化 社 会 を 支 え る 社 ○年齢別の人口のグラフを読み取らせ、日本社会が

か 会 に つ い て 考え る 。 少子高齢化の問題を抱えていることを理解させ

む ・ 社 会 保 障 の 役 割 を 理 解 す る。

る 。 ○社会保障として具体的にどのようなことが行

・ 高 齢 者 福 祉 施 設 に 聞 き 取 り われているのかを、写真などの資料を利用し

に 行 く 。 て伝える。

○租税に関する重要語彙を母語で意味を確認さ

せる。

② 「 少 子 高 齢 社 会 に お け る 福 ○ 教 科 書 や 資 料 集 の 写 真 を 見 た り

祉 の 向 上 の た め 、 消 費 税 率 ① 、 道 路 、 河 川 整 備 な ど の ビ デ オ

ま を 上 げ る べ き か 、 ど う か 」 を 視 聴 さ せ 、 イ メ ー ジ を つ く ら せ

の 論 題 の デ ィ ベ ー ト の 準 備 る 。【 理解 】

と を 行 う 。 ○ 税 金 の 使 い 道 を 具 多 的 な 例 を 挙 げ

・ 社 会 資 本 の 整 備 な ど 、 政 府 て 説 明し た り 、考え さ せ た りし て、

め の 経 済 活 動 に 関 す る 新 聞 記 福 祉 と 消 費 税 と の 関 連 性 を 理 解 さ

事 を 集 め る 。 せ る。【 理解 】

る ・ 新 聞 記 事 か ら 税 金 の 使 わ れ ○ 経 済 状 況 の 異 な る 二 人 の 人 物 に つ

方 を 調 べ る 。 い て 、 収 入 と 支 出 、 納 税 額 と 受 け

・ 税 金 が 使 わ れ て い る も の を て い る 社 会 保 障 の 具 体 的 な 内 容 を

身 近 な 所 か ら発 見 す る 。 示 し 、 そ れ ぞ れ の 立 場 で 、 消 費 税

・ 財 政 の 内 容 や 役 割 に つ い て 率 を 上 げ る こ と よ る 影 響 を シ ミ ュ

考 え る 。 レ ー シ ョ ン さ せ た り 、 そ の 人 の 立

・ 国 の 歳 入 と 歳 出 の 内 容 に つ 場 で 意見 を 述 べ たり させ る 。

い て 調 べ る 。 【 理 解・ 表 現 】

発 ③デ ィ ベ ー ト を行 う 。 ○ディベートの仕方を模擬的に演じさせ、根拠を

信 ・ デ ィ ベ ー ト の ま と め を 行 示して主張することや、相手の発言に対する自分

す う 。 の意見を述べることを理解させる。

る ・ 財 政 政 策 の 役 割 を 理 解 す ○ディベートで利用してほしい表現を、板書な

る 。 どで明示する。
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・ 国 債 残 高 の 資 料 か ら 気 付 い ○ディベート時に生徒が述べた意見や根拠など

た こ と を 話 し合 う 。 を板書し、まとめやすくしておく。

ひ ④ 「 租 税 」 の 意 義 と 役 割 を 考 ○税金の役割を図式化して示し、これまでの学

え る 。 習と関連づけながら確認する。重要語句の意

ろ ・ 税 金 の 種 類 や 内 容 を 理 解 す 味の確認も同時に行う。重要語句は、板書や

る 。 カードで示す。【 理解 】

げ ・ 税 負 担 の 公 正 さ を 求 め る に ○「もし国民が税金を払わなければ」「もし国が

は ど う し た ら よ い か に つ い 福祉をやめたら」について話し合う。

る て 話 し 合 う 。 【理 解 ・ 表 現】

・「 豊 か さ と は な に か 」「 豊 ○ 話合いの結果をもとに、「日本が国際社会と

か な 社 会 と は 」 に つ い て 話 してよりよい社会になるためには、「私」がで

し 合 う 。 きることは何か、「社会」がしなければならな

⑤ 話 し 合 っ た 結 果 を 踏 ま え 、 いことは何か、話し合う。【 理 解 】

レ ポ ー ト と して ま と め る 。 ○ 話 し 合 い の 要 点 を 板 書 し 、 レ ポ ー

ト を 書く と き に 利用 させ る 。

【 記 憶・ 表 現 】

※網掛け：（５）指導案で示す授業

（ ５） 指 導 案

① 本時 の 目 標

財 政 の 意 義 と 役 割 を 考 え 、 そ の 内 容 を 理 解 し 、 望 ま し い 財 政 の あ り

方 を 考 える 。

② 本時 の 展 開

学 習 の 流 れ 上 の 「 発 信 す る 」（ 第 ４ 時 頃 ） の 指 導 案 例 で あ る 。 在 籍

学 級 で 行 わ れ る デ ィ ベ ー ト 学 習 の 流 れ と そ の 内 容 を と ら え る た め 、

取 り 出 し 学 級 で 模 擬 デ ィ ベ ー ト を 行 う こ と と す る 。 生 徒 の 実 態 が 自

分 た ち で デ ィ ベ ー ト を 行 え な い と き は 、 シ ナ リ オ に 基 づ い て 模 擬 デ ィ

ベ ー ト を ロ ー ル プ レ イ (役 割 演 技 )さ せ 、 デ ィ ー ベ ー ト の 方 法 、 内 容

を 理 解 させ る。

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 、 ○ 日 本 語 支援 （ タ イ プ ）

★教 材

① デ ィ ベ ー ト ○ 模 擬 デ ィ ベ ー ト ○ Ｖ Ｔ Ｒ ② を 視 聴 し た り 、 そ
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導 の や り 方 の の 役 割 分 担 を さ の デ ィ ベ ー ト の 一 部 を シ ナ

見 通 し を も せ る 。 そ の 際 、 リ オ 化 し て読 ま せ た り して 、

入 つ 。 賛 成 側、反対 側 、 デ ィ ベ ー ト の イ メ ー ジ を も

そ し て 、 フ ロ ア た せ る。【 理解 】

ー の 生 徒 も 分 け ○「 ディ ベ ー ト の 進め 方」で 、

る こ と と す る 。 こ れ か ら の 学 習 活 動 の 流 れ

フ ロ ア ー の 生 徒 を 理 解 さ せる 。【理 解 】

に は 、 判 定 も さ

せ る こ と と す る。

○論 題 ① 、 デ ィ ベー ト の 進 め 方、 賛 成 側 、 反対 側

を 掲 示 し 、 賛 成側 、 反 対 側 を対 陣 さ せ る 。

★論 題 ①、「 デ ィベ ー ト の 進 め 方」

② 模 擬 デ ィ ベ ○ 判 定 表 、 自 己 評 ○ 模 擬 デ ィ ベ ー ト の 前 に 自 分

ー ト を 行 う。 価 表 等 を 配 布 し、 の 考 え を 簡 単 に ワ ー ク シ ー

展 (Ｖ Ｔ Ｒ を 視 聴 氏 名 等 を 記 入 さ ト に ま と めさ せ る 。

し デ ィ ベ ー ト せ る 【 表 現 ・ 自律 】

の 流 れ を つ か ○ 「 少 子 高 齢 社 会 ○ 「 租 税 」「 消 費 税 」「 福 祉 」

む。 ) に お け る 福 祉 の な ど 、 デ ィ ベ ー ト で 使 う 言

開 ・ 社 会 資 本 の 向 上 の た め 、 消 葉 を カ ー ド で 示 し て お く 。

整 備 な ど 、 費 税 率 を 上 げ る 【 表 現 ・ 情意 】

政 府 の 経 済 べ き か、どう か 」 ○ 根 拠 を 基 に 論 を 述 べ る た め

活 動 に 関 す の 論 題 の デ ィ ベ の 表 現 や 反 論 す る た め の 表

る 新 聞 記 事 ー ト を 行 わ せ る。 現 を 板 書 し 、 そ れ を 利 用 し

を 集 め る 。 ○ 生 徒 に 「 少 子 高 て 模 擬 デ ィ ベ ー ト に 参 加 さ

・ 新 聞 記 事 か 齢 社 会 に お け る せ る 。 例 え ば 、 ｢反 論 ｣を 表

ら 税 金 の 使 福 祉 の 向 上 の た 現 す る 文 型 を 例 示 す る 。「 ～

わ れ 方 を 調 め 、 消 費 税 率 を と 言 っ て い ま す が 、 そ れ な

べ る 。 上 げ る べ き で あ ら ば ～ と 考 え ま す 。」、「 ～
あ

・ 税 金 が 使 わ る 」 問 題 に つ い な ら ば ､～ で す ｡」【 表現 】

れ て い る も て 自 分 な り の 考 ○ 模 擬 デ ィ ベ ー ト で 出 て き た

の を 身 近 な え を も た せ た い。 意 見 や 理 由 を 、 教 師 が 板 書

所 か ら 発 見 生 徒 は 消 費 税 率 し て 、 理 解を 補 助 す る 。

す る 。 上 げ は 、 基 本 的 【 理 解 】

・ 財 政 の 内 容 に は 、「 反 対 」 ○ フ ロ ア の 生 徒 に は 、 ど ち ら
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や 役 割 に つ な の で 、 そ の 理 の 主 張 に 同 意 す る か を 挙 手

い て 考 え る。 由 が 単 に 「 多 く で 判 定 し ても ら う。【 表 現】

・ 国 の 歳 入 と 税 金 を 負 担 す る

歳 出 の 内 容 こ と 」 だ け で は 、 こ れ か ら の 日 本 の 「 少 子 高 齢

に つ い て 調 社 会 」 を 支 え る こ と が で き な い こ と に 目 を 向 け

べ る 。 さ せ る 。

○ 税 制 に つ い て は 、 税 を 取 ら れ る と い う 発 想 に 終

わ ら な い よ う な注 意 が 必 要 であ る 。

○ 限 ら れ た 財 源 の 中 で 、 財 源 の 望 ま し い 配 分 が 大

切 で あ る こ と を考 え さ せ る 。

★Ｖ Ｔ Ｒ ②

★ 重 要 語 彙 カ ー ド ③ 、 表 現 カ ー ド ④ （ 板 書 で も 可

能 ）

★模 擬 デ ィ ベ ー トの シ ナ リ オ ⑤

★デ ィ ベ ー ト の 重要 語 彙 カ ー ド⑥

③ 模 擬 デ ィ ベ ○ 模 擬 デ ィ ベ ー タ ○ 模 擬 デ ィ ベ ー ト に つ い て 、

ま ー ト の ま と ー に つ い て 評 価 評 価 シ ー ト に 「 と て も 、 あ

め を 行 う 。 用 紙 に 評 価 さ せ ま り 、 だ い た い 」 で 記 入 す

と (賛 成 、 反 対 双 る 。 る 。（ ２ 種 類 、 参 加 者 自 身

方 の 主 な 意 見 ○ 生 徒 が 出 身 国 の と 聞 き 手）【表 現 ・ 自 律 】

め を 再 確 認 す 財 政 事 情 に つ い ○ 模 擬 デ ィ ベ ー ト を 通 し て 分

る。 ) て 知 っ て い れ ば、 か っ た こ と を 、 写 真 カ ー ド

・ 財 政 政 策 の 紹 介 し て も ら い、 （ 表 に 関 連 の 写 真 や 絵 、 裏

役 割 を 理 解 比 較 す る 。 に そ の 説 明 ） を 利 用 し て 確

す る 。 認 す る 。

〈 キ ーワ ー ド 〉

財 政 ・ 歳 入 ・ 歳 出 ・ 限 ら れ ら 財 源 の 配 分 ・ 社 会 資 本 ・ 直 接 税 ・ 間 接 税 ・

少子 高 齢 化 ・年 金・ 医 療 ・介 護 ・ 租 税 の 意義 と 役 割

（ ６） 教 材 ・ 教具 、問 い か け・ 応 答 の 例

① 教室 の 前 に 掲示 する デ ィ ベー ト の 論 題

「少子高齢社会における福祉の向 上のため、消費税率を上げるべきである」
しょうしこうれいしゃかい ふ く し こ う じ ょ う しょうひぜいりつ あ
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デ ィ ベ ー ト の 進 め 方 （ 模 造 紙 に 書 い て 示 し 、 ビ デ を 視 聴 後 に 流 れ を 確 認

する 。 一 人 ひと りに も 配 布）

デイベ－トの進め方
す す か た

３ 年 （ ） 組 （ ） 番 氏 名 （ ）

① グ ル ー プ に 分 かれ る 。 賛 成グ ル ー プ と 反 対グ ル ー プ（ ２～ ３ 名 ）
さ ん せ い は ん た い

聞 く 人 （２ ～ ３ 名 ）
き ひ と

黒 板

賛成 グル ー プ（ ２ ～３ 名） 反 対グ ルー プ （ ２～ ３名 ）
さんせい はんたい

聞く 人 （２ ～ ３名 ）
き ひと

② 聞 く 人 に 、「 賛成 か 反 対 か」 質問 す る 。
き ひと し つ も ん

③ グ ル ー プ で 、 意見 を 言 う。 必 ず 理 由 や根 拠 も 話 す 。
い け ん か な ら り ゆ う こ ん き ょ

１ ） 賛 成 グル ー プ ２ ） 反 対 グ ル ー プ

④ 作 戦 タ イ ム （相 手 の グル ープ に 反 論 す る ため に 相 談す る）
さ く せ ん あ い て は ん ろ ん そ う だ ん

⑤ 相 手 の 意 見 に反 論 す る。 必ず 相 手 の 意 見 の問 題 点 を取 り上 げ る 。
も ん だ い て ん と あ

１ ） 反 対 グル ー プ ２ ） 賛 成 グ ル ー プ

⑥ 聞 い て い る 人か ら の 質問 （デ ィ ベ ー ト を 聞い て い る人 たち が 質
き

問 す る）

賛 成 グ ル ープ （ ２ ～３ 名） 反 対 グ ルー プ（ ２ ～ ３ 名）
さ ん せ い は ん た い

↑ ↑

聞く 人 （ ２ ～３ 名 ）
き ひ と

－ 134 －



⑦ 作 戦 タ イ ム （も う 一 度意 見を 言 う た め に 相談 す る ）
い ち ど

⑧ も う 一 度 意 見を 言 う

１ ） 反 対 グル ー プ ２ ） 賛 成 グ ル ー プ

⑨ 聞 い て い る 人に 賛 成 か反 対か を 聞 く 。

意見 の 多 い 方 の グル ー プ の 勝 ち。
おお ほ う か

デ ィベ ー ト ワ ーク シー ト

デ ィ ベ ー ト を 始 め る 前 に 、 そ れ ぞ れ の グ ル ー プ で 、 自 分 た ち の 意 見 と 、

その 理 由 や 根拠 を話 し 合 い、 そ れ を こ の シー ト に メ モ する 。

ディベート

３ 年（ ） 組 （ ） 番 氏 名 （ ）

テ － マ ：

賛 成 か 、反 対 か ：
さ ん せ い は ん た い

そ の 理 由、 根 拠 ：
り ゆ う こ ん き ょ

デ ィベ ー ト 判 定表 （ワ ー ク シー ト ）
はんて いひょう

デ ィベートの評価（聞き手）
ひ ょ う か き て

３ 年 （ ） 組 （ ） 番 氏 名 （ ）

今日のディベートはどうでしたか。
き ょ う

賛成グループと反対グループ

どちらの意見がいいと思いましたか。 賛成グループ 反対グループ
い け ん

いいと思ったグループについて ↓ あ て はま ると こ ろ に ○を 付 け る 。

１・意見を発 表するとき、
は っ ぴ ょ う
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ア・賛成か反対か、はっきり分かりましたか。 とても だいたい あまり

イ・理由が論理的でしたか。 とても だいたい あまり
り ゆ う ろ ん り て き

ウ・資料や情 報をうまく使っていましたか。 とても だいたい あまり
し り ょ う じ ょ う ほ う

２・反対意見を発表するとき
は ん た い い け ん

ア・反対の理由がはっきりしていましたか。 とても だいたい あまり

イ・相手の問 題点 をきちんと取り上げていましか。 とても だいたい あまり
も ん だ い

ウ．資料や情報をうまく使っていましたか。 とても だいたい あまり

３・もう一度意見を発表するとき
い ち ど

ア・賛成か反対か、はっきり分かりましたか。 とても だいたい あまり

イ・理由が論理的でしたか。 とても だいたい あまり
り ゆ う ろ ん り て き

ウ．資料や情報をうまく使っていましたか。 とても だいたい あまり

デ ィベ ー ト 自 己評 価表 （ ワ ーク シ ー ト ）

ディベーターの評価（参加者）
ひ ょ う か さ ん か し ゃ

３ 年（ ） 組 （ ） 番氏 名（ ）

評価項目 評 価
ひ ょ う か こ う も く

１・よく発言しましたか。 と ても だ い た い あ ま り
は つ げ ん

２・発言する時、声の大きさや早さ、姿勢は と ても だ い た い あ ま り
と き こ え お お は や し せ い

よかったですか。

３・自分の意見の理由と根拠をきちんと言え と ても だ い た い あ ま り
じ ぶ ん い け ん り ゆ う こ ん き ょ い

ましたか。

４・相手の意見を反論できましたか。 と ても だ い た い あ ま り
あ い て は ん ろ ん

５・資料をうまく利用できましたか。 と ても だ い た い あ ま り
し り ょ う り よ う

６・準備はみんなでできましたか。 と ても だ い た い あ ま り
じ ゅ ん び
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② デ ィ ベ ー ト の Ｖ Ｔ Ｒ を 用 意 し 、 デ ィ ベ ー ト の 進 め 方 を イ メ ー ジ さ せ る 。

Ｖ Ｔ Ｒ 視聴 後 、 その一部分のシナリオを準備し、生徒に演じさせる。

最後に、ディベートの流れ（模造紙に書いた流れとプリントにして配布する資料）を確認する。

③【重要語彙】

少 子 高 齢 化 ・ 年 金 ・ 医 療 ・ 介 護 ・ 財 政 ・ 歳 入 ・ 歳 出 ・ 限 ら れ ら 財 源 の

配 分 ・ 社 会資 本 ・ 直 接 税 ・間 接 税 ・ 租 税の 意 義 と 役割

読 み 仮 名 をふ って あ る カー ド を 提 示 す る。〔 学習 内 容 に関 し て 〕

社会 資 本 財 政 歳 入 歳 出 直 接 税 ｅ ｔ ｃ
し ゃ か い し ほ ん ざ い せ い さ い に ゅ う さ い し ゅ つ ちょくせつぜい

意 味 説明 の カ ー ドを 提示 す る。〔 学習 内 容 に 関 して 〕

社 会 資 本 と は ？
し ゃ か い し ほ ん

写 真 写 真

（ 都 道 府 県道 ） （ 小中 学 校 校 舎 ）
と ど う ふ け ん ど う し ょ う ち ゅ う が っ こ う こ う し ゃ

下 水道 工 事 の 写 真
げ す い ど う こ う じ

④ 授業 の 最 後 に、 次の カ ー ドに に つ い て ま とめ る 。

カ ード の お も て カー ド の う ら

「 限 ら れ た 財 源の 配 分」と は ？ 国 や 地 方 公 共 団 体 の 収 入 は 、
かぎ ざ い げ ん は い ぶ ん ち ほ う こ う き ょ う だ ん た い しゅうにゅう

主 に そ の 国 民 や 住 民 に よ る 税 金
おも じゅうみん ぜ い き ん

で ま か な わ れ る た め 、 財 源 （ 収
ざ い げ ん し ゅ う

入 源 ） に は 限 り が あ り 、 こ の
に ゅ う げん かぎ

効 率 的 な 配 分が 図 ら れ なけ れば
こ う り つ て き は い ふん はか

ならないということ。

ｅｔ ｃ
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⑤ 模擬 デ ィ ベ ート のシ ナ リ オ

取 り 出 し 学 級 の 人 数 に 合 わ せ て 、 生 徒 を Ｓ１ ～ Ｓ15 ま で そ れ ぞ れ 役 割

分 担 さ せ る。

ア） デ ィ ベ ート に入 る 前 に（ Ｔ … 教 師 、 Ｓ… 生 徒 ）

Ｔ 物 を 買 っ た と き に 消 費 税 が → Ｓ は い 。
もの か し ょ う ひ ぜ い

かか るで し ょ ？

Ｔ 消 費 税 は 何 ％ か 知 っ て い → Ｓ ５ ％ で し ょ。知 って る よ 。
なん し

る？

Ｔ こ の 消 費 税 率 を 上 げ よ う と → Ｓ 何 ％ に す るの ？や だ な あ。
し ょ う ひ ぜ い り つ あ

い う 話 し が あ り ま す 。 知 っ て だ っ て １ ０ ０ 円 の 物 が 今 、
はな いま

る？ １０ ５ 円 で しょ 。こ れ が

１１ ０ 円 と かに なる の ？

Ｔ そ う 。 そ の 何 ％ に し た ら い → Ｓ そ り ゃ 、 絶 対 上 げ な い 方
ぜ っ た い

い の か 。 い や 、 上 げ た 方 が い がい い （ 反 対） ！
ほ う は ん た い

い と い う こ と を 話 し 合 い た い
はな あ

わ け で す 。 上 げ た 方 が い い ？

そ れ と も 、 上 げ な い 方 が い

い？ どち ら で す か？
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Ｔ 全 員 が 反 対 （ 上 げ な い 方 が
ぜ ん い ん は ん た い

い い ） だ と デ ィ ベ ー ト に な ら

な い の で 、 だ れ か 賛 成 （ 上 げ
さ ん せ い

た 方 が い い ） に 、 ま わ っ て く

れ る 人 い ま せ ん か ？ じ ゃ 何 人
な ん に ん

か が 賛 成 に ま わ っ て く れ た の

で 、 デ ィ ベ ー ト を 始 め ま す 。
はじ

こ の プ リ ン ト を 見 て 、 そ れ ぞ
み

れ 賛 成 、 反 対 の 意 見 を 述 べ て
い け ん の

もら いま す 。

イ） デ ィ ベ ート のは じ め の意 見 （ 自 分 の 考 え を 述べ るこ と 。）
い け ん じ ぶ ん か ん が の

ⅰ ） 賛 成 グル ープ の は じめ の 意 見
い け ん

Ｔ 賛 成グ ル ー プ のは じ め の 意 見を 言っ て く だ さい 。
い け ん い

賛 成 側

Ｓ １ い ま 、 お 年 寄 り が ど ん ど ん
と し よ

増 え て い ま す 。 つ ま り 、 税 金
ふ ぜ い き ん

を 納 め る 人 が ど ん ど ん 減 っ て
おさ ひと へ

き て い る ん で す 。 な の で 、

国 民 全 員 が 納 め て い る 消 費 税
こ く み ん ぜ ん い ん し ょ う ひ ぜ い

を上 げ る こ と に賛 成 し ま す 。
あ
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Ｓ ２ ま た 、 子 供 の 数 も 減 っ て き
こ ど も

て い る の で 少 子 高 齢 化 （ 子 供
し ょ う し こ う れ い か い

の 数 が 減 っ て 、 お 年 寄 り の 数
かず

が 増 え る こ と ） が ど ん ど ん 進 ← ※ １
す す

ん で い ま す 。 な の で 、 こ の

少 子 化 対 策 や 高 齢 者 （ お 年 寄
し ょ う し か た い さ く こ う れ い し ゃ

り ） の 年 金 （ 収 入 の 少 な い 高
ね ん き ん しゅうにゅう すく

齢 者 へ の 生 活 資 金 の 援 助 の お
せ い か つ し き ん え ん じ ょ

金 ） の お 金 の た め に も 消 費 税 ← ※ ２
かね

を 値 上 げ し な け れ ば な り ま せ
ね あ

ん。

Ｔ そ れで は 、 反 対グ ル ー プ の はじ めの 意 見 を 言っ て く だ さ い。
は ん た い い け ん

ⅱ ） 反 対 グ ル ープ の は じめ の意 見
い け ん

反 対 側

Ｓ ３ ど う し て 消 費 税 を 値 上 げ し な

け れ ばな ら な い のか 疑問 で す（ 分
ぎ も ん

か り ま せ ん ）。 国 民 へ の 増 税 （ 消
こ く み ん ぞ う ぜ い

費 税 率を 上 げ る こと 。）と い う

※ ３→ 方 法 で な く 、 も っ と 税 金 の 使 い
ほ う ほ う ぜ い き ん つか

道 を 考 え る べ きで す 。
みち か ん が

Ｓ ４ 消 費税 を 上 げ ると いう こ と は、
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国 民 全 員 の 負 担 を 増 や す と い う
こ く み ん ぜ ん い ん ふ た ん ふ

こ と で す 。 こ れ は 、 貧 し い 人 の
ま ず ひと

負 担 が 増 え て 、 貧 し い 人 の 生 活
せ い か つ

が 厳 し く な り ま す 。 こ れ は お か
きび

し い です 。

ウ） 作 戦 タ イム （相 手 の グル ー プ に 反 論 する た め に 相 談す る ）
さ く せ ん あ い て は ん ろ ん そ う だ ん

エ） デ ィ ベ ート の反 論
は ん ろ ん

ⅰ ） 反 対グ ル ー プ の 反 論

Ｔ そ れで は 、 反対 グル ー プ の 反 論を 言 っ て くだ さい 。
い

反 対 側

Ｓ ５ 税 金 を 納 め る 人 が ど ん ど ん
ぜ い き ん おさ ひと

賛 成 グ ル ー プの はじ め → 減 っ て き て い ま す が 、 そ れ な ら
へ

の 意 見 の 一部 （ア ン ダ ば お 金 持 ち か ら も っ と 税 金 を
い ち ぶ か ね も ぜ い き ん

ー ラ イ ン のと ころ ） に つ 多 く 取れ ば い い と思 いま す 。
おお と おも

い て 反 論 を言 いま す 。
は ん ろ ん

Ｓ ６ 少 子 化 対 策 や 高 齢 者 （ お 年 寄
し ょ う し か た い さ く こ う れ い し ゃ

※ ２ → り ） の 年 金 の お 金 の た め に は 、
ね ん き ん

ま ず 、 少 子 化 を 止 め る こ と を 先
と さ き

に や れ ば い い の で す 。 子 供 を 増
こ ど も

や す た め の 政 策 を ま ず や っ て か
せ い さ く

ら 、 消 費 税 の 問 題 は 考 え る べ き
も ん だ い か ん が

で す 。
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ⅱ ） 賛 成グ ル ー プ の 反 論

Ｔ そ れで は 、 賛成 グル ー プ の 反 論を 言 っ て くだ さい 。
い

賛成 側

Ｓ ７ 税 金 の 使 い 道 を 考 え る べ き と ← ※ ３
ぜ い き ん つか み ち か ん が

いい ます が 、い ま、最 も（ 一 番）
も っ と い ち ば ん

多 く の お 金 を 高 齢 者 な ど の 福 祉
おお かね ふ く し

〔 高 齢 者 が よ り よ い 生 活 が で き ← ※ ２
せ い か つ

る よ う 、 年 金 や 医 療 （ お 医 者 さ ← ※ ４
ね ん き ん い り ょ う い し ゃ

ん に か か る と き の お 金 ）、 介 護 ← ※ ５ 反 対 グ ル ー プ の は じ
か い ご

（ か ら だ の 不 自 由 な 高 齢 者 が 生 め の 意 見 の 一 部 （ ア
ふ じ ゆ う い ち ぶ

活し やす い よ う に援 助 す る こ と） ← ン ダ ー ラ イ ン の と こ
え ん じ ょ

な ど に 使 う こ と 。〕 の た め に ろ ） に つ い て 反 論 を
つか は ん ろ ん

使 っ て い る の で す 。 で す か ら 、 言 い ます 。
つか

消費 税を 上 げ な けれ ば ム リ で す。

Ｓ ８ 貧 し い 人 の 生 活 が 厳 し く な る
まず ひと せ い か つ き び

と言 いま す が 、 収 入の 少 な い 人
し ゅ う に ゅ う すく

（ 貧 し い 人 ） は 、 消 費 （ 物 を 買
し ょ う ひ

っ た り サ ー ビ ス を 受 け る こ と 。）

そ の も の が 少 な い の で す か ら 、
すく

そ れ ほ ど 生 活 が 厳 し く な る と は

限ら ない の で す。逆 に 、収 入 の多
かぎ お お

い 人 （ 豊 か な 人 ） の 方 が 、 多 く
ゆた ほう

の 消 費 を し 、 消 費 税 を 多 く 払 う
は ら

ので す。

－ 142 －



オ）聞 いて い る 人 から の質 問〔 デ ィ ベ ー ト を聞 い て い る 人 たち が 質 問（ 分
き し つ も ん

から な い こ とを 聞く こ と ）す る 。〕

２ つの グ ル ー プ、 それ ぞ れ に疑 問点 や 意 見 を述 べる 。
ぎ も ん て ん い け ん の

Ｓ ９賛 成 、反対 それ ぞ れ の グル ー プ に 質 問で す。
さ ん せ い は ん た い し つ も ん

消費 税 を 上げ るこ と に 賛 成、反 対 す る こと は、

どう 国 民 のた めに な る の で すか 。
こ く み ん

賛 成 側

Ｓ 10（ 賛 成 グ ル ー プ ） 消 費 税 を 上 げ る と 高 齢 者
こ う れ い し ゃ

が生 活 し や す い国 に な り ま す 。
せ い か つ くに

反 対 側

Ｓ 11（ 反 対 グ ル ー プ ） 消 費 税 を 上 げ る

と 貧 しい 人 の 生 活 が苦 し く な り ま す。
まず ひと くる

カ ）作 戦 タ イ ム（ 相手 の グ ルー プ に 反 論 す るた め に 相 談 する ）
さ く せ ん あ い て は ん ろ ん そ う だ ん

キ ） デ ィ ベー ト の も う 一 度の 意 見 （ お わり の 意 見 ）
い け ん

ⅰ ） 反 対グ ル ー プ の お わり の 意 見
は ん た い い け ん

Ｔ そ れで は 、 反 対グ ル ー プ の おわ りの 意 見 を 言っ て く だ さ い。
い
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反 対 側

Ｓ 12 消 費 税 を 上 げ る こ と に は 反 対
し ょ う ひ ぜ い あ

で す 。 消 費 税 を 上 げ る こ と で 、

※ １→ 少 子 高 齢 化 問 題 が 解 決 す る わ け
し ょ う し こ う れ い か も ん だ い か い け つ

で も な く 、 国 民 を 増 税 で 苦 し め
こ く み ん ぞ う ぜ い く る

る だ けで す 。

Ｓ 13 消 費 税 を 上 げ る こ と よ り 、

収 入 の 多 い 人 へ の 税 金 を 多 く し
しゅうにゅう おお ひと ぜ い き ん おお

て 、貧し い 人 を 助け るべ き で す 。
まず たす

ⅱ ）賛 成グ ル ー プ のお わ り の 意 見
さ ん せ い

Ｔ そ れで は 、 賛 成グ ル ー プ の おわ りの 意 見 を 言っ て く だ さ い。
い

賛成 側

Ｓ 14 消 費 税 を 上 げ る こ と に 賛 成

です 。消 費税 を 上 げる こと で 、

こ れ か ら の 少 子 高 齢 社 会 に お ←※ １
し ゃ か い

け る 国 の 収 入 が 安 定 し 、 高 齢
くに あ ん て い

者 も 安 心 し て 生 活 で き る 国 に
あ ん し ん せ い か つ

なり ます 。

Ｓ 15 ま た、諸外 国 の 例 で も、日 本
し ょ が い こ く れい に ほ ん

は 、 世 界 で 最 も 消 費 税 の 低 い
せ か い も っ と ひく

国 の １ つ で す 。 北 ヨ ー ロ ッ パ
きた
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の 国 （ ス ウ ェ ー デ ン 、 デ ン マ

ー ク 、 フ ィ ン ラ ン ド な ど ） の

よう に消 費 税 を 上げ て 、高 齢者
こ う れ い し ゃ

が 安 心 し て 生 活 で き る 国 に す

べき です 。

⑥ ディ ベ ー ト の重 要語 彙 カ ード

カ ー ド のお もて カー ド の う ら

※ １ 少 子 化 （ 子 供 が 少 な く な る
し ょ う し か

少 子高 齢化 と は ？ こ と ）など に よ っ て、高 齢者
し ょ う し こ う れ い か い こ う れ い し ゃ

（ ６ ５ 歳 以 上 の お 年 寄 り ）
さい い じ ょ う と し よ

の 数 が 増 え てき て い る こ と。
かず ふ

カ ー ド の おも て カー ド の う ら

※ ２ 収 入 の 少 な い 高 齢 者 へ の
しゅうにゅう す く

年 金と は ？ 生 活 資 金（ 衣 服 代 や食 料費 、
ね ん き ん せ い か つ し き ん い ふ く だ い しょくりょうひ

住 居 費 な ど ）の 援 助 の お 金 。
じ ゅ う き ょ ひ え ん じ ょ かね

↑ 衣 食 住 と 略 し て 言 い ます 。
いしょくじゅう り ゃ く

カ ー ド の おも て カー ド の う ら

※ ３ 国 民 の 納 め た 税 金 を ど の
こ く み ん おさ ぜ い き ん

税 金の 使い 道 と は ？ よ う に 使 う のか と い う こ と。
ぜ い き ん つか みち つ か

（ 歳 出） 実 際 は 、 教 育 費 （ 給 食 へ の
さ い し ゅ つ じ っ さ い き ょ う い く ひ きゅうしょく

補 助 、 教 科 書 代 な ど ）、 福 祉
ほ じ ょ き ょ う か し ょ だい ふ く し
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（ 年 金、医 療 など ）な ど に使
ね ん き ん い り ょ う つ か

わ れ て い る 。

カ ー ド の お も て カ ー ド の うら

※ ４ お 医 者 さ ん に か か る と き の
い し ゃ

医療 とは ？ お 金（ 病気 や け が のと きに ）
い り ょ う かね び ょ う き

カ ー ド の お も て カ ー ド の うら

※ ５ か ら だ の 不 自 由 な 高 齢 者
ふ じ ゆ う こ う れ い し ゃ

介護 とは ？ が 生 活 し や す い よ う に 援 助
か い ご せ い か つ え ん じ ょ

す る こ と 。（ 身 体 の 不 自 由 な
か ら だ

高 齢 者 へ の 入 浴 サ ー ビ ス や
にゅうよく

車 い すの サー ビ ス な ど。）
く る ま
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